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＜イノベーションで跳躍＞ 

我が国の少子高齢化が 25 年問題として現実化してきましたが、延長上に 30

年問題、40 年問題も抱えています。企業経営は「未来づくり」とも解釈できま

すので、私達の五感を超えた不確実な経営環境に対し、組織ぐるみの知恵と行

動でこの壁を跳躍し、展望を開きたいものです。 

幸いにも2/15付日本経済新聞の記事によると、昨年の上場企業の財務状況は、

純利益等の業績が過去最高を示しており、体力に余裕のある今こそ跳躍に向け

た助走の第一歩を踏み出すチャンスでしょう。そのためには先ず、経営外部環

境の動向や自社のポテンシャルを踏まえて、持続的成長を目指した中・長期経

営戦略をつくり、それを全社で共有してスタートラインに立ちたいものです。 

助走を加速するための稼げる新製品や新サービス開発の焦点は、プロダクト・

イノベーションの創出ですが、一方で、日常の改善活動を辛抱強く継続して生

じるプロセス・イノベーションは、経営の体質・体力の強化等を見込め、活動を

支える新しい発想や行動が自社の強みの強靭化に結び付きます。創造的破壊と

連続的改善の複眼思考です。 

どちらのイノベーションも経営トップの「革新に向けた強い意志」が前提で

すが、開発に向けた素材や技術の新結合だけでなく、社内統治の横断化、仕入先

や顧客企業との共創、M&A、企業統合なども含め、組織的な新結合による相乗効

果を狙えれば、助走がスピードアップされて大きな跳躍が期待出来ます。 

＜イノベーションはシステムとしての営みである＞ 

 イノベーションというものは、本来いくつかの要素が組み合わさって機能す

る。つまり、常にシステムとして機能するのである。 ～途中略～ ハードウエ

アについての技術ばかりではない。それを生産するための技術、品質を管理す

るための技術、販売するための流通網や顧客への売り込みのための工夫、サー

ビスの体制、製品を開発するためのプロジェクトを管理するための手法などき

りがない。受け入れる側にも使用するための商品知識や補完的なシステムが必

要になる。実にさまざまな種類の技術、知識、仕組みがあって、それが全体とし

て機能しなければ、イノベーションは結実しない。これはまさにイノベーショ

ンが経済発展を目指すものであるがゆえの特性である。 
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